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野洲市の銅鐸博物館は、地元で発見された

銅鐸を展示するとともに、その製造方法や

謎について解説する国内初の博物館である。

銅鐸は弥生時代に製造された青銅器の１つ

で、祭りの際に使われた楽器だったといわ

れる。

野洲市では小篠原の大岩山から1881（明治14）

年に14個、1962(昭和37)年に10個の銅鐸が

発掘された。中には日本最大のものも含ま

れ、銅鐸の出土地として全国的に知られて

いる。

館内には3つの展示室があり、銅鐸の文様

や制作年代、作り方などが詳しく解説され

るとともに、野洲市の歴史や民俗について

も学習できるようになっている。

また、博物館に隣接して広がる「弥生の森

歴史公園」には、高床式倉庫や竪穴式住居

が復元され、古代の人々の暮らしが体験で

きる。

「竪穴式住居や高床式倉庫は実際に中に入

ることができます。また勾玉づくりや土器

づくりといった体験学習は家族で楽しめま

す。ぜひ遊びに来てください」と、同博物

館・学芸員の行俊勉さん。

6月下旬から8上旬にかけては公園内に植

えられた「古代ハス」が見ごろを迎える。

午後には閉じてしまうので、ぜひ朝のうち

に出かけよう。　　　　　　　　（取材・白崎）
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●野洲市辻町57-1●TEL:077-587-4410
●休館日：月曜日・祝日の翌日（土・日曜、祝日は開館）
●開館時間：9:00～17:00（入館は16:30まで）
●入館料：大人200円 学生150円 小中学生100円

1969（昭和44）年、高月町生まれ。

各種建設資材の販売とプラスチック

製品の二次加工などを主に手がける。

ベンチャー精神旺盛な社風からさま

ざまな事業への挑戦を続ける。2003（平

成15）年には産官学共同で天然原料セ

リシンの商品化に成功し幅広い分野

で話題となる。

現在、代表取締役社長。

2001（平成13）年に31才で社長に就任

したが、そのころの日本の経済は右

肩上がりの成長が終わり、不景気の

まっただ中にあった。カシロ産業も

例外ではなく、土木・水道関連の注

文が減り、業績が悪化しつつあった。

先代は「会社の業績が右肩上がりの

時の社長なら誰でもできる。経営状

態が厳しい時に社長をしてこそ、値

打ちがある」と、私に社長を継がせ

たのである。もともと厳しい人だっ

たので困難な中での社長就任には驚

かなかったが、従業員のほとんどが

創業当時から働くベテランばかり。

こんな自分についてきてくれるのだ

ろうか？という一抹の不安がよぎっ

た。会長のようなカリスマ性も経験

も持たない私にあるのは「若さ」だ

け。世間を変えることができなくて

も、時代にあった経営に変えていく

ことは自分の力でできるはず……。

そう考えた私は、ただがむしゃらに

進むしかないと腹をくくった。

まずは事業のメーンである商事部の

業績立て直しを図ることにした。営

業範囲を拡大するとともに新規事業

にも積極的に取り組み、携帯電話シ

ョップやIPフォンの基地局、有機肥

料から浄水器フィルターなどさまざ

まな分野への参入を試みたのである。

社員全員がベンチャー精神旺盛で、

多様なアイデアを出してくれた。私

はその一つひとつに耳を傾け、可能

な限り取り組むよう心がけた。

中でも「セリシン」の研究開発は、

産官学が一体となって取り組む画期

的なものとなった。セリシンとは蚕

から摂れる天然原料。保湿や抗酸化

作用、紫外線吸収、ガン抑制といっ

た効果が期待できるため、化粧品業

界や医療現場などあらゆる分野から

注目を集めている。「浜ちりめん」

の産地である長浜だからこそ、カシ

ロ産業でセリシンの回収技術を開発

したかった。
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●東近江市八日市本町2-7●TEL：0748-23-7214
●営業時間：12：00～15：00

17：30～23：00(22：00LO)
●定休日：月曜日
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LUNCHTIME GUIDE

アンシャンテ

八日市駅前通りのビル2階にある「アン

シャンテ」は、明るくカジュアルな雰囲

気の店。お手ごろ価格でボリュームのあ

るランチが楽しめるので人気がある。

今回ご紹介するのは「Ａランチ（880円）」。

日替わりの肉料理と魚料理、それにサラダ、

スープ、ライスがつく。

この日の肉料理は「豚ロースの海老サン

ドカツ」。豚ロースで海老のすり身と大葉

をサンドしたカツは、ボリュームたっぷり。

海老と豚肉が絶妙の味わいだ。

魚料理は「サーモンのペペロナータ」。ペ

ペロナータとはピ

ーマンなど夏野菜

をたっぷり使った

イタリア料理の一

つで、さわやかな

味わいがサーモン

を引き立てる。ど

ちらもシェフ・川

島信之さんのオリジナル料理。

「自分がおいしいと思うものを、多くのお

客様に食べていただきたい」と川島さん。

他に「Ｂランチ（価格も日替わり）」、「ラ

ンチコース（2,100円）」などもオススメ。

夜はユニークな

一品料理やコー

ス料理も人気だ。 
      （取材・川上）
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